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要　　旨

　本研究の目的は，認定こども園の卒園生による「思い出」を自伝的記憶として捉え，(1) どのような

体験が想起されやすいか，(2) 想起者の発達段階によって語られるエピソードに違いがあるか，(3) 想

起された体験が保育の5領域とどのように関連するかを探索的に検討することであった。卒園生87名（平

均年齢 15.67 歳）から得られた 279 エピソードを分析した結果，想起されたのは「行事・イベント」（37.6%），

「自然体験」（22.6%），「食事」（13.6%），「遊び」（13.3%），「園で得たもの」（9.3%），「否定的経験」（2.2%）

であった。発達段階による比較では，小学生では「園で得たもの」の報告が少なく，中高生では「遊び」，

成人では「自然体験」が多く報告された。5 領域との関連では，「健康」と「環境」に関連するカテゴ

リが多く，「言葉」に関連するカテゴリが少ない傾向があった。以上の結果から，保育実践は卒園後も

自伝的記憶として保持され，発達に伴い抽象的な意味づけに変化することが示唆された。

キーワード：自伝的記憶，思い出，認定こども園，保育 5領域，発達段階

問題と目的

1.1 はじめに

　幼児教育・保育の現場では，保育者が意図をもっ

て環境を構成し，子どもの豊かな生活体験や活動

を展開している。しかし，そうした保育実践が，

子ども自身にどのような体験として受け取られ，

卒園後にどのような記憶として残っているのかに

ついては，十分に明らかにされていない。本論文

は，認定こども園の卒園生による「思い出」の記

述を，単なる過去の記憶ではなく，「自伝的記憶」

として捉え，発達段階ごとに幼児期のどのような

生活体験や活動が想起されやすいのかを探索的に

検討し，保育における 5領域との関連を検討する

ものである。
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1.2 保育における生活体験の位置づけ

　2017 年（平成 29 年）に告示され，2018 年（平

成 30 年）4月に施行された『保育所保育指針』(厚

生労働省 , 2018)，『幼稚園教育要領』(文部科学省 , 

2018)，『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

( 厚生労働省他 , 2018) では，幼児期における教

育・保育の内容を，「健康」，「人間関係」，「環境」，

「言葉」，「表現」の 5 領域で構成している。特に

満 3 歳以上の園児の教育および保育については，

「個の成長と集団としての環境の充実を図ること

を基本とし，遊びや生活などの園児が身近な環境

に主体的に関わる具体的な活動を通して，各領域

の内容を総合的に展開し，幼児期にふさわしい経

験と学びを生み出すように援助することが必要」

（厚生労働省 , 2018; 厚生労働省他 , 2018）であ

るとされている。

　厚生労働省（2018），厚生労働省他（2018），文

部科学省（2018）から，各領域のねらいを概観す

る。1 つ目に「健康」は，「健康な心と体を育て，

自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う」領

域であり，具体的には，戸外での遊びで十分に体

を動かしたり，先生や友達と食べることを楽しみ，

食べ物への興味や関心をもつことなどが内容に含

まれている。2つ目に「人間関係」は，「他の人々

と親しみ，支え合って生活するために，自立心を

育て，人と関わる力を養う」領域であり，具体的

には，友達と活動する中で，工夫したり，協力し

たりして一緒に活動する楽しさを味わうことや，

思いやりをもつことなどが内容に含まれている。

3 つ目に「環境」は，「周囲の様々な環境に好奇

心や探究心をもって関わり，それらを生活に取り

入れていこうとする力を養う」領域であり，自然

に触れてその大きさや美しさ，不思議さなどに気

付くことや，季節により自然や人間の生活に変化

のあることに気付くこと，日常生活の中で我が国

や地域社会における様々な文化や伝統に親しむこ

となどが内容に含まれている。4つ目に「言葉」は，

「経験したことや考えたことなどを自分なりの言

葉で表現し，相手の話す言葉を聞こうとする意欲

や態度を育て，言葉に対する感覚や言葉で表現す

る力を養う」領域であり，先生や友達の言葉や話

に興味や関心をもち，親しみをもって聞いたり話

したりすることや，自分の思いを言葉で表現する

ことなどが内容に含まれている。5つ目に「表現」

は，「感じたことや考えたことを自分なりに表現

することを通して，豊かな感性や表現する力を養

い，創造性を豊かにする」領域であり，生活の中

で様々な音，形，色，手触り，動きなどに気づい

たり感じたりなどして楽しむこと，生活の中で美

しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを

豊かにすること，感じたことや考えたことを音や

動きなどで表現したり，かいたり，つくったりす

ることなどが内容に含まれている。

　以上のように，5 領域は保育実践における子ど

もの経験を多面的に捉える枠組みであり，保育現

場ではこれらが総合的に展開されている。しかし，

保育者がこれら 5領域を意図して構成した環境や

活動が，子ども自身にどのような経験として受け

取られ，卒園後にどのように意味づけられている

のかについては，十分に検討されてこなかった。

こうした意味づけを検討するためには，単にこの

ような環境や活動があったという事実だけではな

く，それが人生の物語の中でどのような意味を持

つものであるのかを検討しなければならない。そ

こで本研究では，卒園生の「思い出」を，過去の

出来事を自己の物語として再構成するという特徴

をもつ「自伝的記憶」として捉えることで，この

問いを検討する。そのために，まずは自伝的記憶

の概念とその特徴について整理する。

1.3 自伝的記憶

　自伝的記憶とは，個人の過去における特定の時

間と場所で起こった出来事に関する顕在的な記憶

(Nelson & Fivush, 2004) である。自伝的記憶と

密接に関連する概念として，エピソード記憶があ

る。Tulving(2002) によると，エピソード記憶とは，

主観的時間を通して現在から過去への心的な時間

旅行を可能にするものである。自伝的記憶はエピ

ソード記憶の一種である (Radvansky, 2017/2021)

が，以下の 2点において，より広範な概念を含む
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ものである。

　1 つ目に，自伝的記憶は，重要な心的機能をも

つものである。Bluck(2003) は，自伝的記憶の機

能として，自己の連続性を維持する「自己機能」，

他者との相互作用を促進する「社会機能」，過去

の経験を将来の指針とする「指示機能」の 3つを

挙げている。さらに，Harris et al.(2014) は，こ

れらの分類をさらに発展させ，自分自身や自分の

行動について理解を深める省察（reflective）機能，

他者との交流や，社会的関係を構築・維持する社

会（social）機能，悲しみや喪失感に浸る反芻

（ruminative）機能，次の世代に経験を伝えたり，

死の準備をおこなう世代継承性（generative）機

能の 4つの機能があることを示した。

　2 つ目に，自伝的記憶は，多層的な構造を持つ

ものである。自伝的記憶は，①ある特定の場所や

時間で起きた個々の出来事についての「出来事に

特異的な知識（event-specific knowledges）」，②「パ

リへの旅行」といったテーマによって結びつけら

れた記憶や，「夕方の草原へのハイキング」といっ

た繰り返しの出来事を含む「一般的出来事（general 

events）」，③「学生の頃」「～に住んでいた頃」と

いった数年単位の抽象的な人生の区切りである

「生涯の時期（lifetime periods）」の 3 つの階層か

ら構成されている (Conway & Pleydell-Pearce, 

2000)。つまり，自伝的記憶は，特定の出来事に

ついてのエピソード記憶だけではなく，自己に関

する知識や概括的な情報，あるいは自己について

のスキーマなど，抽象的で意味記憶的な内容も含

む，種々様々な情報から構成されているもの (佐

藤 , 2010) であるといえる。

　このように，自伝的記憶はエピソード記憶の一

種であるものの，エピソード記憶以上のものでも

あり (Radvansky, 2017/2021)，人がその人生にお

いて，自己を形成し，他者と交流し，さらに過去

の経験に基づいて将来の指針を立てることを可能

とする重要な記憶である。

1.4 自伝的記憶の特徴

　幼児期の記憶については，幼少期に経験した個

人的な出来事を，成人が自覚的に想起できないと

いう幼児期健忘（Freud, 1905/2009）がよく知ら

れており，遡って思い出せる一番古い記憶の年齢

は，3，4 歳が多いとされている (Dudycha & 

Dudycha, 1941)。また，日本の研究においても，

再認（過去に見たか否かについての判断）が可能

になるのは 3 歳頃であることが指摘されている

（上原 , 1998)。その背景として，子どもが過去の

出来事について語れるようになるためには，言語

発達のみならず，ナラティブの獲得が必要である

ことが指摘されている (Nelson & Fivush, 2004)。

つまり，過去の出来事を語るためには，単に過去

の出来事を思い出すだけではなく，それを意味を

持った一連の物語として理解できるようになる必

要があるといえる。

　また，想起される記憶の内容については，感情

価や感情の強度が影響する。具体的には，快い出

来事は不快な出来事よりもよく想起される傾向が

あるという知見 (Wagenaar, 1986) や，感情価よ

りも感情の強度が，記憶の鮮明さや実感の強さを

説明しているという知見 (Talarico et al., 2004)

が報告されている。

　さらに，自伝的記憶は固定的なものではなく，

想起する時点における個人の発達段階や生活経験

に応じて再構成されるものでもある。前節で述べ

た自伝的記憶の多層的構造（Conway & Pleydell-

Pearce, 2000）に基づいて考えると，同じ幼児期

の体験であっても，想起者が児童期にあるか，青

年期にあるか，成人期にあるかによって，出来事

に特異的な知識が想起されやすいのか，より抽象

的な意味づけがなされやすいのかは異なると考え

られる。たとえば，自伝的記憶の機能のうち，世

代継承性機能は発達とともに使用が増加すること

が示されており（Harris et al., 2014），想起者の

年齢によって記憶の語られ方が変化することが考

えられる。

1.5 幼児の生活や活動についての記憶

　以上のように，自伝的記憶には幼児期健忘や感

情の強度による想起の偏りといった特徴がある。
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では，保育の場における具体的な生活体験や活動

は，卒園生にとってどのような自伝的記憶として

残っているのだろうか。

　山名・奥山 (2014) は，「遊びを中心とする保育」

を掲げた幼稚園の卒園者（30 代）と大学生を対

象に，幼児期のエピソードの想起を検討した。そ

の結果，一度きりの出来事はネガティブな感情，

繰り返しの経験はポジティブな感情を伴うものと

して記述される傾向が明らかになった。また，大

学生のエピソードは，一度きりの出来事としてお

遊戯会やお泊まり会などの行事が多く書かれてい

たが，A 幼稚園卒業生は普段の遊びがより多く想

起されている傾向にあった。岸（2025）は，幼稚

園の卒園生（30-40 代）に対するインタビュー調

査を通じて，個人がどのように幼稚園生活の価値

を捉えているか検討した。その結果，担任教師に

優しく受け止めてもらった経験がその後の人生に

おける「心の核」として機能していたり，絵を描

くことが好きで，それを教師に認めてもらったこ

とが自信となり，職業選択につながっていたりす

るなど，幼児期の経験が自伝的記憶として価値を

もち，個人の中に位置づいていることが明らかに

なった。

　以上の先行研究は，幼児期の体験が自伝的記憶

として卒園後も保持され，個人にとって重要な意

味をもちうることを示している。しかし，これら

の研究は，想起された記憶の感情価といった特性

や，個人にとっての意味づけを検討することに主

眼が置かれており，園生活におけるどのような体

験が後年想起されやすいのかという全体的な傾向

は十分に検討されていない。また，想起者の発達

段階によって語られるエピソードの内容に違いが

あるのかについても，十分に検討されていない。

さらに，幼児期の生活体験は，上述したように保

育の 5領域として総合的に構成されているが，こ

うした保育者の幅広い意図を踏まえながら自伝的

記憶の特徴を検討した研究は少ない。

1.6 本研究の目的

　本研究の目的は，認定こども園の卒園生による

回想的な「思い出」の自由記述から，幼児期にお

けるどのような生活体験や活動が，卒園後に自伝

的記憶として語られやすいのかを探索的に検討す

ることである。具体的には，(1) まず卒園生の思

い出をその内容に基づいて分類し，どのような体

験が想起されやすいのかを明らかにする。(2) 次

に，卒園生の発達段階（小学生・中高生・成人）

によって語られるエピソードの記述に違いがある

のか，量的・質的な側面から検討する。(3) さらに，

得られた結果を保育 5領域の観点から考察し，保

育者が意図をもって展開した実践が，どのように

子どもの記憶に残るのかについて検討する。

方　法

2.1 調査対象者と調査時期

　調査時期は 2024 年 1-5 月。調査対象となった

認定こども園の創立記念事業として，卒園生及び

保護者に対して園の職員が連絡をし，回答を依頼

した。その結果，全卒園生 438 名のうち 87 名（平

均年齢 15.67 歳 , SD = 8.13, Range = 7-35）か

ら回答を得た（回収率：19.9%）。調査対象の認

定こども園の特徴としては，遊び体験を通じた学

びや，集団で活動をする楽しさを重視しており，

様々なイベントを保育活動に組み込んでいること

が挙げられる。このことから，当該の認定こども

園の分析から，多様な幼児期の生活体験を収集す

ることができると考えられる。

2.2 調査内容

　認定こども園での思い出について，自由記述形

式で回答を求めた。回答する自由記述数について

指定はせず，自由に回答を求めた結果，複数回答

を含む 279 エピソードが分析対象となった。なお，

そのうち 2件については卒園生の保護者の回答で

あったが，内容としては卒園生の様子やエピソー

ドを代筆するものであり，年齢についても子ども

の年齢が回答されていたため，削除はせず卒園生

の回答とみなした上で分析をおこなった。



17卒園生は保育実践をどのように記憶しているのか

2.3 分析方法

　各エピソードについて，心理学を専攻とする大

学院生 1名が内容を検討し，分類カテゴリを作成

した。次に，別の大学院生 1名が，そのカテゴリ

名とエピソードが一致しているかを確認した。一

致していないと判断されたエピソードについては

2 名の合議により最終的な分類を確定し，必要に

応じてカテゴリ名を調整した。さらには，各カテ

ゴリが保育の 5領域のうちどの領域に当てはまる

のかについても，2 名の合議により分類をおこ

なった。

　また，年齢については 7-12 歳を「小学生」，

13-18 歳を「中高生」，19 歳以上を「成人」とし

た発達段階カテゴリを作成し，カテゴリ間におけ

るエピソードの特徴の違いについて分析した。以

上の観点から分析をおこなう理由は，本研究にお

いて収集したエピソードは自伝的記憶であるため

に，発達段階によってその再構成や意味づけの変

更がおこなわれることが想定されるからである。

2.4 倫理的配慮

　調査協力者に対して，事前に回答内容を研究利

用することを確認し，許可を得た上で調査を実施

した。

結　果

3.1 エピソードの基礎情報

　まず，一回答者あたりのエピソードの平均回答

数は 3.32（SD = 3.28, Range = 1-17）であり，

57 人（65.5％）と半数以上の調査協力者が，2 つ

以上のエピソードを回答していた。また，エピソー

ド の 平 均 文 字 数 は 33.50 文 字（SD = 35.95, 

Range = 1-340）であった。文字数が最小である

エピソードは，「川」であり，その他にも「こま」

「遠足」など，心に残った体験を単語形式で回答

するものが一定数みられた。その一方で，園で得

たものについて，エピソードを交えながら長文形

式で回答するものも一定数おり，エピソードの長

さには大きな偏りがみられた。

　以上のエピソードの特徴について，回答者の発

達段階（小学生／中高生／成人）を独立変数，回

答数と文字数をそれぞれ従属変数とする一要因分

散 分 析 を お こ な っ た。 そ の 結 果， 回 答 数

（F (2, 81) = 4.18, p = .019, ηp² = .093）と文字

数（F (2, 276) = 5.78, p = .003, ηp² = .040）の

それぞれにおいて発達段階の主効果が有意であり，

発達段階によってエピソードの特徴が異なること

が示された。さらに多重比較（Holm法）をおこなっ

たところ，小学生よりも中高生の方がエピソード

の回答数が多いこと（d = .870, p = .015），また

小学生よりも成人（d = .440, p = .006），中高生

よりも成人（d = .433, p = .012）の方がエピソー

ドの文字数が多いことが明らかになった。以上の

ことから，中高生は思いついたエピソードの多様

さが，成人はエピソードの記述の詳細さが特徴的

であることが示された。

3.2 エピソードの分類

　次に，エピソードの内容をカテゴリに分類し，

どのような話題が認定こども園での思い出として

報告されたかについて分析した。その結果，「1. 

行事・イベント（37.6%）」「2. 自然体験（22.6%）」

「3. 食事（13.6%）」「4. 遊び（13.3%）」「5. 園で

得たもの（9.3%）」「6. 否定的経験（2.2%）」とい

う 6つが主要なカテゴリとして見出された（Table 

1）。

　最も多く報告されたのは，「1. 行事・イベント」

であり，その中でも特に，「節分の鬼」に関する

内容が多かった。特にこの小カテゴリについては，

他とは異なり「怖くて泣いた」という内容が多く

みられた。また，他にも「お泊まり会」「季節の

祭り」「運動会」「お誕生日会」「劇」といった多

様な行事・イベントが報告されていたが，その中

には共通して「一緒に」「みんなと」という，認

定こども園の一体感に関わる表現がみられた。さ

らに「お泊まり会」では「夜の動物園」，「運動会」

では「お父さんと一緒に参加した」といったよう

に，日常とは異なる体験を強調する記述も中には

みられた。
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　次に多く報告されたのは，「2. 自然体験」であ

り，卒園生は「水遊び」や「山遊び」など，多様

な自然との関わりを報告していた。さらに自然体

験については，日常的な「散歩」に近い遠足と，

たまにある「大冒険」としての遠足が別のエピソー

ドとして確認された。さらには，「通園」時の何

気ない景色について報告したものも一定数存在し

ていた。

　次に多く報告されたのは，「3. 食事」であり，「お

米を一からつくった」といった「食べ物づくり」や，

「○○先生の給食が楽しみだった」といった「給食」

に関するエピソードが報告されていた。食べ物づ

くりについては，「田んぼに入ったら楽しかった」

という，自然体験を含む内容もみられた。また給

食については特定の先生との交流を含んだ内容が

多かった。

　次に多く報告されたのは「4. 遊び」だった。「外

遊び」「昔遊び」「中遊び」といった多様な遊びが

報告されていたが，そのどれもが日常的な体験で

あった。また特に「昔遊び」については，特に「練

習した」「名人になった」といった達成感に関す

る内容が特徴的だった。

　また，「5. 園で得たもの」を思い出として報告

する卒園生も一定数見受けられた。具体的には，

まず「困ったことをみんなで相談した」「友達が

できた」という「周囲とのつながり」が報告され

ており，このことは「みんな」と「一緒」「友達」

だったという表現が，各カテゴリにおいて一貫し

て語られていたことにも整合した。さらには，「小

さい子のお世話をして，お姉さんになった気分

だった」「うさぎ当番を頑張った」といった，「お

世話の達成感」もみられ，役割をあたえられたこ

とを嬉しく思っている卒園生が一定数存在するこ

とが確認された。また「やりたいといった時にな

んでもやらせてくれた」といった「個性の尊重」や，

「先生の（丁寧な関わりの）おかげで，気持ちを

言葉にできるようになった」といった「言葉で伝

える大切さ」など，保育者の関わりを好意的に意

味づけた内容も確認された。さらに，以上の「5. 

園で得たもの」については，「今の自分につながっ

ている」というように，単なるエピソードの報告

にとどまらない，園での体験と現在の自己の連続

性についての意味づけもまた確認された。

　最後に，少数ではあるが「6. 否定的経験」を

思い出として報告する者も存在していた。この内

容については，短文形式のものが多いためにその

深刻さは定かではないが，「悔しかったこと」「怒

られたこと」を報告する卒園生が確認された。
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3.3 発達段階ごとのエピソードの特徴

　次に，発達段階とエピソードの分類カテゴリの

クロス表を作成し，発達段階と語られたエピソー

ドの関連について分析した（Table 2）。まず，回

答数が 10 未満であった「ネガティブ体験」と「そ

の他」を除いた上で，クロス表に対するカイ二乗

分析をおこなった結果，発達段階によって報告さ

れるエピソードの割合に偏りがみられた（χ²(8) 
= 17.64, p < .024，Cramer’s V = .181）。さらに，

残差分析をおこなった結果，小学生においては「園

で得たもの」が報告される割合が低く，中高生に

おいては「遊び」が報告される割合が高く，成人

においては「自然体験」が報告される割合が高かっ

た。なお「行事・イベント」は，全ての発達段階

において最も多く報告されていた。以上のことか

ら，各発達段階において想起されやすいエピソー

ドについては，共通点と相違点がともに確認され

た。

Table 1 認定こども園での思い出（自由記述）の分類結果
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3.4 カテゴリと保育の 5領域の関係性

　最後に，エピソードの分類カテゴリのうち，回

答が 10 以上であった 5 つのカテゴリを対象に，

それぞれが保育の 5領域のうちどの領域に関係し

ているのかについて，語られた内容を分析した

（Table 3）。

　「1. 行事・イベント」については，小カテゴリ

ごとに関係する領域に違いがみられた。まず，「節

分」や「季節の祭り」は季節や地域社会の伝統に

関係することから，「お泊まり会」は夜の動物園

に行く体験が語られていたことから，5領域の「環

境」に関係していた。さらに，その 3つの小カテ

ゴリのうち「季節の祭り」については，オリジナ

ルの鯉のぼりを製作するといった「表現」にも関

係しており，「お泊まり会」については，先生や

友達と寝食を供にし，生活力を育むことから「健

康」「人間関係」にも関係していた。また、「お誕

生日会」についてはメッセージカードを送り合う

体験から「人間関係」と「言葉」が，「劇」につ

いては音や動きでの創造的な表現を含むことから

「表現」が，関係する領域として見出された。

　「2. 自然体験」については，小カテゴリにかか

わらず，「健康」「環境」「表現」が関係する領域

として確認された。これらの自然を通じた遊びは，

体を動かす体験が含まれることから「健康」に，

自然に触れて様々な気づきを得ることから「環境」

に，自然に対する感動体験が多く語られていたこ

とから「表現」にそれぞれ関係していた。

　「3. 食事」については，食べ物への関心をもち，

健康な心身をつくるという観点から，「健康」に

関係していた。そのうち，「食べ物づくり」につ

いては，田植え体験などから自然，文化に触れて

いることから，「環境」にもまた関係していた。

　「4. 遊び」については，遊びごとの特性の違い

を反映して，小カテゴリごとに関係する領域の違

いがみられた。「外遊び」については，体を動か

すことから「健康」に関係しており，さらには鬼

ごっこなど，他者を必要とする遊びが多く報告さ

れていたことから「人間関係」にもまた関係して

いた。「昔遊び」については，こまや竹馬など，

文化や伝統に親しむ内容が含まれたことから「環

境」に関係していた。「中遊び」については，お

ままごとなどから「人間関係」が，お絵かきなど

から「表現」が関係する領域として見出された。

　「5. 園で得たもの」については，保育者からの

関わりや，友人との関係を語っているものが多

かったため，主に「人間関係」に関係していた。

そのうち，「お世話の達成感」については，下級

生のお世話だけでなく，動物の飼育当番も含まれ

ていたことから，「環境」にも関係していた。さ

らに「園で得たもの」については，自分の気持ち，

考えを言葉にするための，保育者の関わりも多く

Table 2 発達段階と思い出カテゴリのクロス集計表
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報告されていたことから，「言葉」にもまた関係

していた。「個性の尊重」についても，「やりたい

と言ったことは何でもやらせてくれた」と語られ

ていたことから，子どもの意思を尊重しつつも，

それを言葉で表現することに深く関係していた。

Table 3 思い出カテゴリと保育の 5領域の対応関係

考　察

　あらためて本研究の目的は，(1) 卒園生の思い

出を内容に基づいて分類し，どのような体験が想

起されやすいか，(2) 卒園生の発達段階によって

語られるエピソードが異なるのか，(3) 保育にお

ける 5領域の観点から，保育者が意図をもって展

開した実践が，どのように子どもの記憶に残るの

か検討することであった。

4.1 どのような体験が想起されやすいか

　本研究の結果，卒園生の思い出として最も多く

想起されたのは「行事・イベント」（37.6%）であっ

た。これは，大学生がお遊戯会やお泊まり会など

の行事を多く想起したという，山名・奥山（2014）

の知見と一致する結果であった。行事・イベント

は，日常の園生活と異なる特別な体験であり，一

度きりの出来事として記憶に残りやすいと考えら

れる。特に「節分の鬼」に関するエピソードは全
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体の 10.8% を占めており，「怖くて泣いた」とい

う記述が特徴的であった点は，感情の強度が記憶

の鮮明さを説明するという知見 (Talarico et al., 

2004) と整合している。これらの結果から，強い

感情を伴う行事やイベントは，鮮明な自伝的記憶

として想起されやすいことが示唆された。

　一方で，自然体験（22.6%）や食事（13.6%），

遊び（13.3%）のような日常的・繰り返しの体験

も一定数想起されていた。山名・奥山（2014）は，

繰り返しの経験がポジティブな感情を伴うものと

して記述される傾向を報告しているが，本研究に

おいても自然体験や食事，遊びのエピソードは肯

定的な語りが中心であり，この知見を支持するも

のであった。

　「園で得たもの」（9.3%）については，「友達が

できた」「困ったことをみんなで相談した」とい

う周囲とのつながりや，「小さい子のお世話をし

て，お姉さんになった気分だった」というお世話

の達成感，「やりたいといった時になんでもやら

せてくれた」という個性の尊重，「先生のおかげで，

気持ちを言葉にできるようになった」といった言

葉で伝える大切さに関する内容が記述されていた。

これらの記述は，特定の出来事というよりも，園

生活全体を通じて得られたものとして抽象的に語

られており，岸（2025）のインタビューの語りの

ように，幼児期の経験と現在の自己をつなぐナラ

ティブとして想起されていると考えられる。 

　最後に，「否定的経験」（2.2%）の報告は少数

にとどまった。快い出来事が不快な出来事よりも

よく想起されるという知見（Wagenaar, 1986）と

整合する結果ではあるが，本研究の調査が園のイ

ベントの場で実施されたことを考慮すると，否定

的な内容を記述しにくい状況であった可能性も排

除できない。この点については，4.5 節で改めて

検討する。

4.2 発達段階による違い

　本研究では，卒園生の発達段階（小学生・中高

生・成人）によって，エピソードの量的特徴およ

び内容に差がみられた。

　まず，量的特徴として，中高生は小学生よりも

エピソードの回答数が多かった。小学生と比べて

中高生は，色々なエピソードを関連づけながら想

起して書いたことが想定される。また，成人は小

学生・中高生よりもエピソードの文字数が多いこ

とが示された。Conway & Pleydell-Pearce（2000）

の自伝的記憶の階層構造から考えると，成人は幼

児期の体験を「生涯の時期」という抽象的な枠組

みの中に位置づけ，単にエピソードの数を列挙す

るのではなく個々の体験をナラティブの中で豊か

に意味づけて語ったと考えられる。

　次に，エピソードの内容については，「行事・

イベント」がすべての発達段階において最も多く

報告されていた。このことから，行事のような一

度きりのポジティブな出来事は，発達段階を問わ

ず想起されやすい自伝的記憶であることが示唆さ

れる。

　その一方で，発達段階ごとに語られたエピソー

ドの割合に偏りもみられた。小学生において「園

で得たもの」が少なかったことは，園生活を「生

涯の時期」（Conway & Pleydell-Pearce, 2000）と

して抽象的に振り返り，語れるようになるための

発達段階があることが示唆される結果である。

Bluck(2003) は，自伝的記憶の機能の 1 つとして，

自己の連続性を維持する「自己機能」を挙げたが，

こうした機能が十分に発揮されるためには，過去

の経験を自己の物語として統合する能力が必要で

ある。Habermas & Bluck（2000）は，自伝的記

憶と自己理解を統合してライフストーリーを構成

する能力が青年期に発達することを論じており，

小学生においてはこの能力が未成熟であるために，

園生活を「園で得たもの」として抽象的に意味づ

けることが難しかったと考えられる。

　中高生において，「遊び」が多く報告されたこ

とは，小学生から中学生にかけて遊びの内容が変

わることが関係していると考えられる。小学校高

学年から中学生にかけて外遊びの時間が大幅に減

少する（伊藤他，2021）ことから，小学生にとっ

ては幼児期に体験したような遊びは現在の遊びと

連続性を持つ体験であるが，中高生になると，現
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在の生活とは異なる体験として振り返る形で対比

的に想起されやすくなることが考えられる。

　成人において「自然体験」が多く報告されたこ

とは，2つの視点から解釈が可能である。1つ目に，

成人になり日常的に自然と接する機会が減少した

ことで，幼児期における豊かな自然体験の重要性

が改めて意味づけられた可能性がある。2 つ目に，

成人は幼児期以降の学校教育の経験と比較しなが

ら，園生活に固有の体験を選択的に想起している

可能性がある。行事は小学校以降にも存在するが，

毎日のように自然の中で活動するという体験は保

育の場に特徴的なものであり，それゆえに園なら

ではの記憶として際立って想起されたのではない

かと考えられる。

4.3 保育 5領域との関連

　本研究の結果から，卒園生の思い出と保育にお

ける 5領域の関連について 3点述べる。

　1 つ目に，保育者の実践は，子どもの側からも

また領域横断的に体験され，記憶に残っていると

いうことである。本研究の結果では，ほぼすべて

の思い出カテゴリが複数の領域にまたがって展開

されていた。たとえば「行事・イベント」には，

運動会で身体を動かす「健康」，季節の行事に親

しむ「環境」，誕生日の友達にメッセージカード

を送る「人間関係」「言葉」，劇での「表現」など，

5 領域すべての内容が含まれていた。また「自然

体験」も，「健康」「環境」「表現」の 3 領域が含

まれていた。このことは，保育者が「各領域の内

容を総合的に展開」（厚生労働省，2018）して構

成した実践が，子どもの側からも領域横断的な体

験として経験され，そのまま自伝的記憶として保

持されていることを示唆するものである。

　2 つ目に，自伝的記憶として語られやすい領域

が示唆されたことである。領域ごとに見ると，「健

康」と「環境」が特に多くのカテゴリに関係して

いたのに対して，「言葉」は「園で得たもの」と「行

事・イベント」内の「お誕生日会」のみで限定的

にみられた。このことから，自然に触れたり身体

を動かしたりといった身体的・感覚的な経験は，

幼児期の記憶として具体的に想起されやすい一方

で，「言葉」の領域に関する体験は，「自分の意見

を言えるようになった」といった抽象的な記憶と

して想起されていると考えられる。また，「言葉」

領域についての言及の少なさは，経験や感情を表

す言葉が未発達な時期の記憶であることも関連し

ている可能性がある。

　3 つ目に，「園で得たもの」カテゴリには，「人

間関係」と「言葉」が多く関係していた。このカ

テゴリには園生活全体を通した経験の抽象的な意

味づけについての記述が含まれていることから，

保育者の日常的な「人間関係」への関わりや，「言

葉」で伝えることの大切さを教える関わりが，自

己の連続性の中に位置づけられる記憶として残っ

ていることが示唆される。これらのことから，「言

葉」は，関係するカテゴリが少なく，想起される

頻度は少なかったものの，一部の卒園生にとって

は重要な領域であると考えられる。

4.4 本研究の意義

本研究の意義は，以下の 2点である。

　1 つ目に，保育実践を，より長期的な観点から

捉え直した点である。保育に関する議論は，在園

中の子どもの発達や保育者の実践に焦点が当てら

れることが中心であり，卒園後の子どもの記憶や

意味づけという観点からの検討は十分に行われて

こなかった。本研究は，卒園生の「思い出」を自

伝的記憶として捉えることで，保育者が意図的に

構成した環境や活動が，子どもの側からどのよう

に経験され，記憶されているのかを明らかにする

ものであった。岸（2025）は，子どもの視点から

保育を振り返る必要性を論じ，個別のインタ

ビューを通じてその意義を示したが，本研究は多

数の卒園生による自由記述データを用いることで，

想起されやすい体験の全体的な傾向や発達段階に

よる違いを探索的に検討した点に意義があると考

えられる。また，保育者が 5領域の内容を総合的

に展開して行われる日常的な実践や行事・イベン

トが子どもの記憶にどのように残るのか明らかに

したことは，保育者にとっても実践的意義がある
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ものと考えられる。本研究は，日々の保育実践は

1 時点の出来事として印象深い思い出になるだけ

ではなく，「園で得たもの」として抽象的に意味

づけられ，人生の物語を構成する一部になりうる

ことを示した。これは，保育実践の長期的な意義

を捉える上で重要な視座を提供するものであると

考えられる。

　2つ目に，異なる発達段階における幼児期の「思

い出」の分析により，自伝的記憶研究に新たな知

見を提供した点である。これまでの幼児期の記憶

に関する研究は，幼児期健忘の文脈において，何

歳まで遡って想起できるかという観点から検討さ

れたものが多かった。一方，本研究は，幼児期の

記憶の内容や，発達段階による想起の違いを検討

した。それにより，同じ園での生活体験であって

も，その想起には「川」「こま」のような単語の

記述から，園生活と現在の自分の連続性を捉える

記述まで多様な水準がみられ，かつそれには発達

段階による変化がみられることが明らかになった。

これは，自伝的記憶の階層構造（Conway & 

Pleydell-Pearce, 2000）が想起者の発達段階に応

じて異なる形で現れることを横断的に示したもの

であり，こうした結果は自伝的記憶を発達的観点

から捉える上で意義があると考えられる。特に，

「園で得たもの」のような抽象的な意味づけが小

学生では少なく，中高生以降でみられるようにな

るという本研究の結果は，ライフストーリー構成

能力が青年期において発達するという Habermas 

& Bluck（2000）の知見を新たに支持するもので

ある。

4.5 本研究の限界と今後の展望

　最後に，本研究の限界と今後の展望について 3

点述べる。

　1 つ目に，調査場面における限界がある。本研

究のデータは，ある特定の認定こども園の卒園生

を対象とした創立記念事業において収集されたも

のである。今回の結果において，否定的経験の記

述は 2.2% にとどまったが，創立記念事業の中で

回答を求めている性質上，園に対する肯定的な経

験が想起されやすく，否定的な経験は記述しにく

かった可能性がある。さらに，園に対して否定的

な出来事を想起する者は，今回の事業に参加しな

かった可能性も想定される。今後は，園と直接的

な関わりがない場面や，特定の園の卒園生に限定

しない集団においても同様の結果がみられるのか

検討することが求められる。

　2 つ目に，本研究が横断的研究であることの限

界がある。本研究は 1時点での研究のため，結果

で得られた発達段階による差が，発達的な変化に

よるものか，対象とした集団の差であるかを厳密

に区別することはできない。具体的には，同一の

園であっても，年代により保育方針が変化してい

たり，実際に経験した内容が異なったりしている

ことが想定される。今後は，同一の卒園生を対象

とした縦断的研究によって，自伝的記憶が再構成

されていく発達の過程を直接的に検討することが

求められる。

　3 つ目に，データの特性に関する限界がある。

本研究で収集された「思い出」のエピソードは自

由記述形式によるものであり，平均文字数は

33.50 文字と比較的短く，「川」「こま」のような

単語レベルの回答も含まれていた。こうした短い

記述からは，その体験が卒園生にとってどのよう

な意味をもつのかを十分に読み取ることが難しい。

今後は，自由記述に加えて，記述された体験の重

要度や感情価を評定する項目を設けたり，記述内

容を手がかりとしたインタビュー調査を実施した

りすることで，自伝的記憶の内容とその意味づけ

をより豊かに検討することが望まれる。
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脚　注

 1 年齢について、学年を回答していた者については、小学

1年生を7歳とみなし、学年に対応する年齢を割り振った。
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Abstract

The purpose of this study was to examine the memories of graduates of an early childhood educa-

tion and care (ECEC) center as autobiographical memories. Specifically, it explored (1) which experi-

ences are more likely to be recalled, (2) whether the reported episodes differ across developmental stag-

es, and (3) how these memories relate to the five content areas of ECEC (Health, Human Relationships, 

Environment, Language, and Expression). Participants were asked to freely describe their memories of 

experiences at the center, and the collected episodes were categorized and analyzed qualitatively. Analysis 

of 279 episodes from 87 graduates (mean age = 15.67 years) revealed that the recalled experiences pri-

marily consisted of "special events" (37.6%), "experiences with nature" (22.6%), "meals" (13.6%), 

"play" (13.3%), "lessons learned at the center" (9.3%), and "negative experiences" (2.2%). Comparisons 

across developmental stages indicated that elementary school students reported fewer episodes regarding 

"lessons learned at the center," whereas junior and senior high school students more frequently reported 

"play," and adults more frequently reported "experiences with nature." In relation to the five content ar-

eas, a larger number of categories were associated with "Health" and "Environment," whereas fewer were 

related to "Language." These results suggest that ECEC practices are retained as autobiographical memo-

ries long after graduation and that their recall shifts toward more abstract forms of meaning-making over 

development.

Keywords：autobiographical memory, memories, early childhood education and care (ECEC) center, five 

content areas of ECEC, developmental stages


